


図3のように、リンパ球分画にゲーティング後ダブ
レット除去し、PEのNegative/PositiveのMFI(平均
蛍光強度)から図3Dの通りの計算式で算出した
Stain Indexをまとめたものが図4になる。
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図3. Stain Index評価法
A. FSC/SSCプロットでリンパ球分画をゲーティング
B. SC-A/FSC-Wプロ.ットでSinglet分画をゲーティング
C. PEのヒストグラムプロットで陰性分画と陽性分画をゲー
ティング
D. Stain Index計算法

MFI*1; PE陰性平均蛍光強度 MFI2: PE陽性平均蛍光強度
*MFI; Mean Fluorescence Intensity(平均蛍光強度)
**SD; Standard Deviation(標準偏差)

Stain Index =
( MFI*2 - MFI1 )

2xSD**

図4のように、何れのマーカーにおいても488nm
の単独レーザー照射よりも、488/561の2レー
ザー同時照射で検出した際のStain Indexの方が高
い値が得られた。

図4. 励起パターンによるStain Indexの比較
CD2, CD4, CD19の3種類のマーカーにおいて、488nm単独照
射よりも、488＋561nmの2レーザー同時励起の方が、Stain 
Index値が高い結果となった。

考察
蛍光物質の励起効率を高めることで、異軸照射形
式と比較して飛躍的に良好な結果が得られたこと
により、より定量的な分子マーカーの解析を実施
することが可能と考えられる。

PEなどを効率的に検出可能な488、561nm同軸照
射方式が搭載されているフローサイトメーターに
ついて紹介する。

・セルソーターSH800S/FX500/MA900
ソニーは、細胞の分取が可能であるセルソーター
3機種を有しており何れの装置においても容易な
メンテナンス性、全自動セットアップ、高性能・
高精度なソーティング技術が実現されている。
セルソーターSH800S、流路セルソーターFX500の
2機種が完全にシングルビームスポット(全レーザー
同軸)方式であるのに対し、セルソーターMA900で
は二つのビームスポットを有している。
それぞれのスポットに対応するレーザーについて
は、下記表の通り、1スポット目2スポットには
488nmと561nmレーザーが同時に照射され、目に
は、405nmと638nmレーザーが同時に照射できる
構造となっているため、PEの感度を最大限に高め
るテクニックは、セルソーターMA900においても
問題なく適用できる。

・スペクトル型セルアナライザーSA3800
多数のサンプルを高速・簡便に解析するのに有用
なセルアナライザーにおいても、スペクトル型セ
ルアナライザーSA3800ではシングルビームスポッ
ト方式を採用している。
スペクトル型セルアナライザーSA3800では、
500-800nmの波長検出において32個のPMT検出
器で網羅的に検出しており、煩雑な多色解析にお
いても、常にどの色素を用いても、最も高感度な
条件で結果を得ることが可能である。
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機種 蛍光
検出数

レーザー
照射方式

セルソーター
SH800

6色 405/488/561/63
8nmレーザーが
1スポットに照射

流路セルソーター
FX500

6色 488/561/638nm
レーザーが
1スポットに照射

セルソーター
MA900

12色 488/561nmレー
ザーが1スポット、
405/638nmレー
ザーが1スポット、
の2スポット照射

スペクトル型
セルアナライザー
SA3800

8色以上 405/488/561/63
8nmレーザーが
1スポットに照射



セルソーターSH800S
全自動セットアップ・小型化を実現した“日本発”
セルソーター

・Compact Size – 小型 & 4レーザー
小型ながら最大4レーザー搭載可能で、前方散乱光、
後方散乱光と合計6種類の蛍光を検出可能

・Automatic Setup – オペレーター不要の全自動設定
光軸調整、液滴形成、サイドストリーム調整、ディ
レイタイム決定を自動化し、手間のかかる設定作業
が不要

・Sorting Chip – コンタミフリー&メンテナンスフリー
細胞の種類やアプリケーション(生存率、速度)に合わ
せて最適なチップを3種類のオリフィスサイズ
(70/100/130㎛)から選択可能

スペクトル型セルアナライザーSA3800
多数の検体を高速・簡便に解析できる全自動スペク
トル型セルアナライザー

・Spectral Technology
ソニー独自の「スペクトル解析」を採用。細胞一つ
一つから得られる蛍光スペクトルを検出し、アンミ
キシング計算により客観性の高い解析を実現。細胞
由来の自家蛍光も測定・分離ができ、高精度解析が
可能

・Smooth workflow
機器管理から解析までの快適なワークフローを実現。
シングルステイン・フリーと長時間自動測定機能の
充実により大幅に作業効率を改善

・Easy to use integration
直感的かつ効率的に作業が行える、分かりやすい
ユーザーインターフェース

セルソーターMA900
12色の蛍光同時検出と4方向ソーティング機能を兼ね
備え、多くの研究目的・アプリケーションに対応可
能な最新型セルソーター

・Compact Size– 小型 & 4レーザー、最大12色の蛍光同時検出
小型ながら最大4レーザー搭載可能で、前方散乱光、
後方散乱光と合計12種類の蛍光を検出可能

・Automatic Setup – オペレーター不要の全自動設定
光軸調整、液滴形成、サイドストリーム調整、ディ
レイタイム決定を自動化し、手間のかかる設定作業
が不要

・Sorting Chip – コンタミフリー&メンテナンスフリー
細胞の種類やアプリケーション(生存率、速度)に合わ
せて最適なチップを3種類のオリフィスサイズ
(70/100/130㎛)から選択可能

流路セルソーターFX500
微生物の混入を徹底して抑えることで、移植などを
想定した微生物/細胞治療の研究に最適なモデル

・Compact Size – 小型＆3レーザー、最大6色の蛍光同時検出
小型ながら最大3レーザー搭載可能で、前方散乱光、
後方散乱光と合計6種類の蛍光を検出可能

・ウィザード形式による全流路交換
SH800やMA900でもできるソーティングチップ、
サンプルラインの交換に加えシースライン、廃液
ライン系も全て都度交換が可能

・Sorting Chip – コンタミフリー&メンテナンスフリー
細胞の種類やアプリケーション(生存率、速度)に合わ
せて最適なチップを2種類のオリフィスサイズ
(70/100㎛)から選択可能
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